
生涯を通じた健康づくり・介護予防

基
本
的
施
策

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

健康づくりや介護予防のために取り組んでいることが「ある」と回答し
た高齢者の割合 Ｒ４：５９．６％ → Ｒ８：６３％

アウト
カム

取
組
み

健康寿命延伸を目指した健康づくり・介護予防の促進１

・健康づくりや介護予防に関する知識等の普及啓発
・通いの場における健康づくりの強化
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の推進
・生活習慣病予防の取組強化
・低栄養予防の取組み
・歯科口腔保健の推進
・自立支援・重症化予防の取組み

◎健康づくり・介護予防教室の参加者数
R4：３，１２４人 → R８：増加

◎後期高齢者健診受診率
R4：１３．５％ → R8:増加

◎後期高齢者歯科健診受診率
R4：８．１％ → R8：増加

◎運動機能の低下リスクがある人の割合
Ｒ４：４０．２％ → Ｒ８：３８％

◎咀嚼機能の低下のリスクがある人の割合
Ｒ４：４５．２％ → Ｒ８：４３％

◎低栄養のリスクがある人の割合
R4：９．４％ → Ｒ８：９％

◎かかりつけ歯科医を決めている人の割合
（一般高齢者）Ｒ４：７７．９％ → Ｒ８：８０％ （在宅高齢者）Ｒ４：７３．６％ → Ｒ８：８０％

●健康づくりや介護予防に関する講演会や講座等の実施
●専門職による健康教育・保健指導や地域での取組みの支援
●国民健康保険と後期高齢者医療制度を接続させた効果的な保健指導や介護予

防事業の実施
●健診受診者に対する専門職のアウトリーチ支援
●体験を通した栄養知識の普及
●歯科疾患の予防・重症化予防、口腔機能の維持・向上
●健診・医療・介護データを活用した保健事業の実施

地域で主体的・継続的に取り組める仕組みづくり２

・市民主体の健康づくり
・地域リハビリテーション活動の支援
・介護予防活動を担う人材の育成や活動の支援
・介護予防・自立支援のための総合プログラムの実施
・専門職による活動支援

◎健康づくり推進員の活動への参加者数
R4：260,576人 → Ｒ8：増加

◎介護予防リーダー（普及員）の登録者数
Ｒ４：９９１人 → R８：増加

◎健康づくり・介護予防教室の参加者数（再掲）
Ｒ４：３，１２４人 →    Ｒ８：増加

◎通いの場等への専門職の関与回数
Ｒ４：７０３回 →    Ｒ８：増加

◎食生活改善推進員の実施する「ふれあい昼食交流会」への延べ参加者数
Ｒ４：１８，２７８人 → Ｒ８：増加

●健康づくり推進員の養成・活動支援
●食生活改善推進員の養成・活動支援
●介護予防リーダー（普及員）の養成・活動支援
●専門職による地域の介護予防活動の支援

介護予防のための通いの場に参加した人の割合
Ｒ４：１９．３％ → Ｒ８：２３％
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資料３ー１



アウトプット目標値について①

基本的施策 項目 現状値（R４） 目標値（R８） 出典・考え方

①

健康寿命延伸を目指
した健康づくり・介
護予防の促進

健康づくり・介護予防教室の参加者数 ３，１２４人 増加
出 典：実績
考え方：地域の実情に合わせて場所や方法、内容を変更する可能

性があるため、具体的な数値目標を定めず「増加」とする。

後期高齢者健診受診率 １３．５％ 増加
出 典：福岡県後期高齢者医療広域連合データ
考え方：福岡県後期高齢者医療データヘルス計画に合わせて

「増加」とする。

後期高齢者歯科健診受診率 ８．１％ 増加
出 典：福岡県後期高齢者医療広域連合データ
考え方：福岡県後期高齢者医療データヘルス計画に合わせて

「増加」とする。

運動機能の低下リスクがある人の割合 ４０．２％ ３８％
出 典：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
考え方：コロナ禍前（令和元年度）の調査値３８％への減少を目指

す。

咀嚼機能の低下リスクがある人の割合 ４５．２％ ４３％
出 典：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
考え方：コロナ禍前（令和元年度）の調査値４３．７％への減少を

目指す。

低栄養のリスクがある人の割合 ９．４％ ９％
出 典：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
考え方：前回調査未実施のため、他のフレイルリスク項目の減少率

に合わせ目標値を設定。

かかりつけ歯科医を決めている人の割合
（一般高齢者）

７７．９％ ８０％
出 典：高齢者等実態調査（一般高齢者）
考え方：コロナ禍前（令和元年度）の調査値７９．６％への回復を

目指す。

かかりつけ歯科医を決めている人の割合
（在宅高齢者）

７３．６％ ８０％
出 典：高齢者等実態調査（在宅高齢者）
考え方：一般高齢者と同等の目標値を目指す。
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アウトプット目標値について②

基本的施策 項目 現状値（R４） 目標値（R８） 出典・考え方

②

地域で主体的・継続的
に取り組める仕組み
づくり

健康づくり推進員の活動への参加者数 ２６０，５７６人 増加
出 典：実績
考え方：住民による主体的な活動であるため、具体的な数値目標を

定めず、「増加」とする。

介護予防リーダー（普及員）の登録者数 ９９１人 増加
出 典：実績
考え方：住民による主体的な活動であるため、具体的な数値目標を

定めず、「増加」とする。

健康づくり・介護予防教室の参加者数
（再掲）

３，１２４人 増加
出 典：実績
考え方：地域の実情に合わせて場所や方法、内容を変更する可能性

があるため、具体的な数値目標を定めず「増加」とする。

通いの場等への専門職の関与回数 ７０３回 増加
出 典：実績
考え方：地域のニーズに応じて支援するものであるため、具体的な

数値目標を定めず、「増加」とする。

食生活改善推進員の実施する「ふれあい
昼食交流会」への延べ参加者数

１８，２７８人 増加
出 典：実績
考え方：住民による主体的な活動であるため、具体的な数値目標を

定めず、「増加」とする
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アウトカム目標値について

項目 現状値（R４） 目標値（R８） 出典等

健康づくりや介護予防のために取り組んでいるこ
とが「ある」と回答した高齢者の割合

５９．６％ ６３％

高齢者等実態調査

※コロナ禍前（令和元年度）の調査値６２． ６％
への回復を目指す

介護予防のための通いの場に参加した人の割合 １９．３％ ２３％

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

※コロナ禍前（令和元年度）の調査値２３．４％
への回復を目指す

【目指す姿】
生涯を通じた健康づくり・介護予防により、人生１００年時代をできるだけ長く健康で、

充実した（活力ある）生活を送ることができる
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